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・この記事で取り上げたソースコードおよ
びサンプルプログラムは、付録CD-ROM
の¥DOTNET¥SQLSERVERディレク
トリに収録しています。

¥SQLWEBPROGRAMMING
今回作成したアプリケーションのソース

¥SQL
今回使用するテーブルのCREATE文とデー
タを作成するINSERT文
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✓
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みなさんご存知のとおり、ここ数

年のインターネットの普及には目

を見張るものがあります。そのよう

な流れの中でWebを利用したアプ

リケーションに注目が集まってい

ます。また、Webアプリケーショ

ンは導入や保守の手間がかからな

いことも注目を受ける一因になっ

ています。そこで今回のテーマは、

Webアプリケーションを作成しよう

です。今回は今まで学んだDataSet

やDataViewなどの知識を積極的に

活用してゆきます。

■■■ Webアプリケーションと

Windowsアプリケーション

Windowsアプリケーションの作

成に慣れている人でもWebアプリ

ケーションの開発では戸惑うこと

が多いでしょう。それはWindows

アプリケーションとWebアプリケ

ーションには以下に示すような大

きな違いがあるためです。

違 い 1 Windowsアプリケーショ
ンでは多くの種類のコントロール

を利用できるが、Webアプリケ

ーションでは原則としてHTMLで

利用可能なユーザーインターフェ

イスしか利用できない。

違 い 2 Windowsアプリケーショ
ンのコードはユーザーの利用する

マシン上で実行されるのに対し、

Webアプリケーションのコード

はWebサーバー上で実行される。

Webアプリケーション
を作成しよう
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違い3 Windowsアプリケーションではユーザーの操作
に対して処理を記述するが、Webアプリケーションで

はWebサーバーがユーザーの操作を逐一捉えることは

できず、Webサーバーに対するリクエストがあったと

きのみ処理が実行される。

違い4 Webアプリケーションはユーザーの使用するブ
ラウザによって画面レイアウトや操作性が異なること

がある。

Webアプリケーションを作成する際はこれらの特色を

理解しなければいけません。また、Webアプリケーショ

ンの最大の利点は「ユーザーのマシンにWebブラウザさ

えインストールされていれば利用できる」ということに

ありますが、これは逆に言えば“HTMLやブラウザの仕

様の影響を受ける”ということを意味します。この点が

Webアプリケーションの非常に大きな制約となります。

■■■ Webアプリケーションの仕組み

今回は社員データの照会と更新が可能なWebアプリ

ケーションを作成します（図1）。ユーザーがこのページ

のURLをリクエストするとWebサーバーはデータベース

サーバーからデータを取得し、社員一覧のHTMLを作

成し、それをユーザーに送信します。

ここで重要なのは「WebサーバーはHTMLを送信し

た後に送信したページの情報をすべて破棄してしまう」

ということです。たとえば図1は社員番号「96451」とい

う社員の情報を修正しようとしている状態ですが、この

ページを送信した後、Webサーバーは何番の社員をユー

ザーが編集しようとしていたかを完全に忘れてしまいま

す。ユーザーが［更新］ボタンをクリックしたときにど

の社員のデータを更新するのかはWebサーバー上のメモ

リの情報からではなく、ユーザーが送信してきたページ

から直接読み取らなくてはいけません。もちろん、Web

サーバー上に更新情報を確保する手段がないわけではあ

りませんが、Webアプリケーションではサーバー上に送

信したHTMLの情報をすべて確保しておくというのは現

実的ではありません。

ViewStateの注意点

ユーザーが送信してきたページから必要な情報を読み

取る仕組みを提供するのが「ViewState」というオブジ

ェクトです。ASP .NETでは次回のリクエストを処理す

るときに必要と思われる情報をViewStateというオブジ

ェクトに格納し、そのデータをHTML内に埋め込んで送

信します。そしてユーザーがデータを送信するときに前

回HTMLに埋め込んだViewStateの情報も同時に送信し

てもらい、必要な情報を復元して利用します。

ViewStateのデータはHTMLに埋め込むために文字列

化されるのですが、この文字列化の処理とその文字列を

元のデータに復元する処理はかなりコストがかかります。

そのためViewStateに大きなオブジェクトを埋め込むと

Webサーバーには非常に大きな負荷がかかります。また、

すべてのオブジェクトが文字列化できるわけではないの

で、ViewStateに格納できないデータもあります。さら

に、Date型はViewStateに格納できますが、文字列化す

る際に秒以下が切り捨てられてしまうため、元の時刻を

完全に復元することはできません。

Webアプリケーションではこれらのことに常に気をつ

けなくてはいけません。

■■■ Webフォームの作成

今回のサンプルではDepartmentsテーブルとEmploy

Webアプリケーションを作成しよう

図1：サンプルアプリケーション
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